
目的
液体クロマトグラフィーを用いた定量分析に 
おいて、正確で併行精度の高い結果を得るこ
とは、最も重要な目的の一つです。ACQUITY 
UPLC® H-ClassシステムでのUPLC分析及び
HPLC分析における、幅広い注入量範囲に対
応する柔軟性について検証します。

背景
全ての液体クロマトグラフィーシステムは、 
併行精度の高い定量分析を行うために、サン
プルを高い精度で分析カラムまで輸送できる
ように設計されています。しかしながら、期待 
する精度が得られる注入量の範囲は、インジェ 
クタの種類や注入モードなど装置の設計に 
よって大きく異なります。UPLCおよびHPLC
のそれぞれの分析法に対応するためには、 
システム構成自体を変更せずに多くのアプリ
ケーションに容易に対応できる、幅広い注入
量範囲を持つ装置が必要です。定量分析に 
おいては、精度および直線性範囲に加えて 
サンプル輸送の正確性も重要です。設定した 
注入量を確実にカラムに輸送することにより、
分析法の違いによる精度の問題も発生し 
にくくなります。

ACQUITY UPLC H-Class 
システムでのUPLC分析及び
HPLC分析における注入量の 
併行精度、直線性および正確度

図1. ロード量が一定になるように麻酔薬の注入量を変更したクロマトグラムの比較。 
ACQUITY UPLC H - Classシステムでは、条件やシステム構成を変更することなく、2桁の
注入量範囲において直線性が保たれています。

ACQUITY UPLC H-Classシステムは、幅広い注入量 
範囲、最大限のサンプル回収率、高い注入精度を実現
するために、フロースルーニードル方式（SM-FTN）を
採用しています。

ソリューション
ACQUITY UPLC H-Classシステムは、幅広い注入量範囲に対応するために、 
サンプルニードルを流路の一部にするフロースルーニードル(FTN)方式を採用
しています。3種類の麻酔薬混合サンプルを用いて直線性および再現性に 
ついて評価した結果、システム構成を変更せずに0.1 µLから10 µL、HPLC
およびUPLC分析法に対応する注入量範囲に渡って直線性が保たれている 
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ことを確認しました（図1）。注入量とピーク面積 
値の決定係数(R2)は0.99999以上と良好であり、
注入正確度が高く柔軟性のあるシステムである 
ことがわかります。また、同じ範囲においてピーク
面積値の再現性をN=6で確認したところ、%RSD
はおおむね0.1以下、すべての成分において0.2以下
と良好な結果が得られました（図2）。また、注入 
正確度および直線性だけではなく、注入精度も重
要な要素となります。図3は精度評価だけでなく、
フロースルーニードルの大きな利点とも言える 
高精度のサンプル輸送について示すものであり 
ます。注入後にクロマトグラフィーシステムからの
溶出物を測定し、標準品と比較することで回収率
を確認しました。1 µL、10 µLのいずれの注入量に
おいても、良好な注入精度が得られています。

まとめ
ACQUITY UPLC H-Classシステムは、分析法開発
とルーチン分析のどちらにも採用していただける
ように設計されています。いずれの用途でも、併行
精度が高く、注入量とピーク面積値の相関や注入
正確性の高いオートサンプラが必要とされます。
フロースルーニードル方式を採用したACQUITY 
UPLC H-Classシステムは、柔軟性が高く、HPLC 
およびUPLCどちらのアプリケーションにおいても
理想的なパフォーマンスを提供します。

図2. 麻酔薬の混合サンプル分析における注入直線性と併行精度。0.1 ～  10 uLの
範囲でそれぞれ6回の繰り返し分析を行い、1/xの重みづけをして得られた結果から
決定係数を算出しました。

図3. 1µLおよび10µLの注入量におけるサンプル輸送の精度の確認。10 µLのサンプルの回
収率を標準品と重ね書きして比較したところ、完全に一致するレベルであることがわかりま
した。
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